
日 生物的分野

30年度(3 ) 

弟は，友だちからもらったアサガオの種子(たね〉をまいた。花の咲いたのをみ

て， r赤い花からとれたたねだ主いったのに，白い花がl咲く なんてどうしたのでし

ょうoJ とたずねた。兄は「メ γデルの法日IJから考えるとそういとともあるんだ

より といって，下の図をEきいて説明した。この図をみて，つぎの聞に答えなさい。
イ.アサガオの花の色について. 1 2 

つぎのうちから正しいものをー 聞取Pl@)そく@
つ遜んでその番号をOでかとみ l 

31 なさい。

1. 赤が優性である

2 白が優性である

3 赤も白も優位である

4. 赤も白も劣性である

ロ 弟がも らったたねは，この図

のどの./Eからとったものである 峰旗第三代(向)@

か。 三つの場合があるが，その若手号を全部次の〈 〉の申に
イ 90. /労

68.496 
轡きなさい。

) ( ) ( ロ

34年度(4 ) 

右の図はエγドクの種子のhEとしわ豆の遺伝の実験
結よ裂を示したものである。子はすべて丸豆で，孫に丸豆

が 101j函， しわ豆が33倒できた。孫にあらわれた数の比

は，つぎのどれにあてはまるか。正しいと思うものをー

つ選び，その番号をOで囲みなさい。
1. メシデjレの法則に合っていない。

2. メシデルの独"fr.の法貝IJに合っている。

3 メシデJレの独立の法則に合っていない0

4. メγデ)/.1の分離の法JlIJ!仁会っている

ラ メジデノレの分離の法則に合っていない。
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相対形質をもっ純粋租をかけあわせた場合，それぞれの形質がどのように

子や孫に遺伝するかについての法則性をどの程度規解しているかをみようと

した問題であ石。

301f.度 (3コのイは相対形質のうちどちらが優位であるかを判断できるかど

うかを，同じくロrJ:.雑撞がもっている相対%質が自家受精によって分離する
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ととの理解を.30年度 (4コはよ言Fの場合の分離比がおキそ3: 1 になること

を実際の実験値などと関係づけて班~卒しているかどうかを，それぞれ坪もの

である。

1. 雑種がもっている相対形質が自家受精によって分離する場合の遺伝子の

組合せと分離比3:Iとの関係を論現的に理解させる ζ と。

30年度 C3Jのイが90.1%の高い正符郊を示しているのにくらべ，ロでは68

.4%と相当低くなっているのは，前者では図にみられるようκ赤い花の数が多
く白い花の数が少いことから赤い花が優位であると判断することが容易である

のに反し，後者では相対形質の分離比が3:Iだというととを形式的に知って

いただけでは，どんな場合に劣性遺伝子が分離してあらわれるかの推定がむず

かしかったためと考えられる。ロの小間で生徒がどんな誤答をしたかを予想し

てみると. 5・6は比較的容易に選べると思われるが.3をおとしてしま った

か.3のかわりに4または7を選んだものであろう。問題の受けとり方によっ

て，図に示されている第三代雑種をいま咲いている花と考え，そのため第二代

雑種から選ばなければならないと思いこんでしまった生徒があったため.3を

選ばず-上記のような誤答をしてしまったというととも考えられよう。

との問題は，示された図からだけでも冷静に考えれば正答できるものである

が. I被突に選択するためには，分離比の 3:Iを遺伝子の組合せによって論理

的に理解させておくことがたいせつである。論理的理解の内容としてはつぎの

ことを挙げることができょう。

・雑極第一代同志号自家受粉によって，遺伝子の組合せが A.A. Aa. 

Aa. aaの四とおりとなるとと。

・ζのうちAAは当然優性形質があらわれ. AaではAの形質が優性である

から表面にあらわれること。

• aaでは優位形質がまじっていないから劣性形質ーがあらわれること。
・したがって表部にあらわれた優位形質と劣性形質 の数の比は3:1とな

るとと。

とのような論理的な組合せにより分維比3:Iの根拠が明確になり，単なあ

形式的な記憶に怒iらなくともよくなるはずである。

分離の法則を指導するに当っては以上の論理的な組合せを図にかいて考えさ

せるととによっ"(.3:Iの分断iができる根拠を学習させるとともに，生徒にと

って親近性のある生物の相対形質を素材としてともすれば観念的になりやすい
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M生物的分野

30年度(3 ) 

'弟t主，友だちからもらったアサガオの積子〔たね〉含まいた。花の咲いたのをみ

て. i赤い花からとれたたねだといったのに， 白い花が咲くなんてどうしたのでし

ょう。」とたずねた。見は「メジグルの法則から考えるとそういこともあるんだ

よ。」といって，下の図を書いて説明した。この関をみて，つぎの問に終えなさい。

イ アサガオの花の色について. 1 2 

つぎのうちから正しいものを一 両倒的@χ@

つ選んでその呑号をOでかとみ | 

t.tさい。 31

l 赤が優位である

2. 白が優性である

3. 赤も白も優位である

4. 赤も白も劣性である

ロ.弟がもらったたねば，この図

のどの花からとったものである 緯温第三代¥F.l@

か。三つの場合があるが，その番号を全部次のく

警きなさい。
) ( ) ( 

34年度 (4 ) 

右の図はエγ ドクの積子の丸豆としわ豆の遺伝の笑験

結果を示したものである。子はすべて丸豆で，孫にメL豆

が 101個，しわ豆が労相できた。孫にあらわれた数の比

は，っきFのどれにあてはまるか。正しいと思うものをー
つ選ぴ，その番号をOで阻みなさい。
1. メシテ'11/の法則に合っていない。

2. メジデ11/の独立の法員IJに合っている。

3 メジグ11/の独立の法則に合っていない0

4. メγデJレの分織の法員IJIヒ合っている

ラ メγグ;1/の分離の法則に合っていない。

ロら8.496

貌(叫)一一07 ⑫ 
子艇極第-11:)・一一(J 

孫(糊第コt)Q ~多

(。…~...しわ豆を示す

37.496 

相対形質をもっ純粋種をかけあわせた場合，それぞれの形質がどのように

子や孫に遺伝するかについての法則性をどの程度Jmj詳しているか合みようと

した問題である。

30年度 [3Jのイは相対形'貰のうちどちらが優性であるかを判断できるかど

うかを，同じくロは雑色がもっている相対形質が自家受精によって分献する
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ことの理解を，30年度 (4コはと記の場合・の分間t比がおよそ3: 1になること

を実際の実験倒などと関係づけて理解しているかどうかを，それぞれみキもの

である。

1. 雑種がもっている相対形質が自家受精によって分離する;場合の遺伝子の

組合せと分離比3:1との関係を論理的に理解させると乙。

30年度(3コのイが90.1%の高い正答本を示してhるのにくらべ，ロでは68

.4%と相当低〈なっているのは，前者では図にみられるよう.に赤い花の数が多

〈白い花の数が少いととから赤い花が優性であると判断することが容易である

のに反し，後者では相対形質の分離比が3:1だというととを形式的に知って

いただけでは，どんな場合に劣性遺伝子が分離してあらわれるかの推定がむず

かしかったためと考えられる。ロの小問で生徒がどんな誤答をしたかを予想し

てみる主， 5・6は比較的容易に選べると思われるが， 3をおとしてしまった

か，3のかわりに4または7を選んだものであろう。問題の受けとり方によっ

て，図に示されている第三代雑種をいま咲いている花と考・え，そのため第二代

雑種から選ばなければならないと思いとんでしまった生徒があったため， 3を

選ば子上記のような誤答をしてしまったという ζとも考えられよう。

との問題は，示された図からだけでも冷静に考えれば正答できるものである

が，確実に選択するためには，分離上むの 3:1を遺伝子の組合せによって論理

的に理解させてお〈ととがたいせつである。論理的理解の内容としてはつぎの

と.:!:.を挙げることがでをょう。

・雑種第一代同志今自家受粉によって，遺伝子の組合せがA.A， Aa， 

Aa， aaの~Iとおりとなること。

・このうちAAは当然優性形質ーがあらわれ，AaではAの形質が優性である

から表面にあらわれるとと。

• aaでは優怯;~質がまじっていないから劣性形質があらわれること。

・したがって表面にあらわれた優性形質と劣性形質の数の比は3:1とな

ること。

ζのような論理的な組合せにより分離比3:1の根拠が明確になり，単なる

形式的な記憶に頼らなくともよくなるはずである。

分離の法則を指導するに当っては以上の論恕的な組合せを図にかいて考えさ

せる ζ とによっ-c.3: 1の分離ができfる根拠を学習させるとともに，生徒にと

って親近性のある生物の相対形質を素材としてともすれば観念的になりやすい
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遺伝の法則合身近。なものと感じさせたり，黒と自のど石を同数ずつ入れた〈数

は多い方がよい〉箱をて箱用意して，それぞれの箱から無作為に一個ずっとり

出してどんな組合せがどんな割合・でできるかをためさせることにより実際の実

験に近い結果を短時r間に得させたりするような指導が必喜きであろう。

また上記のような遺伝子の組合せを考える場合，細胞と染色体と遺伝子の構

造上の関係や減数分裂によって生殖細胞が形成されるととなどについての理解

が伴うならば，より明確に理解されるであろう。しかし，との点までは，改訂

学習指導要領では要求していない。

2. 3: 1 .という分隊比は，多数の実験結果にもとづく統計的な近似値であ

ることを理解させる とと。

34年度(4Jの正答率が意外に低<37.4%にすぎないことの原因として，問題

に示された 101:33が在確に 3:1になっていないととによると住徒のつまづきが

あげられよう。これを分離の法則にあっていないと考えて5を選んだか，独立

の法員11にあっているとして2を選んだものが多かったのではなかろうか。独立

の法則については中学校でとりあつかっていないととるも多く，たとえ指導し

たとしても理解することがむずかしい法則なので，生徒の中には分離の法則に

あっていないから独立の法則だろうと判断したものがあったことと思われる。

このような誤りは，分離比の 3:1を形式的固定的に考・えて，実際の実験結

果と関係づけていないととにもとづくものであろう。実際の実験結果は正経・に

3: 1になっていないことを， 資料などによって考えさせるような指導を重視

しなければならない。また，メ メデノレが遺伝に関する諸法則を発見した研究の

過程なども，以上の点を指導する際の効果的な資料となるであろう。

30年度(5 ) 

つぎは生物の繁殖のしかたのうちから，三つだけ示したものである。とのような

蜘をする生物を，下のI Iのうちから二つずつ選んで，その番号を( ) 
の中に書き入れなさい。

A めしべの頭に花粉がついてふえる。 ) ( 
B 胞子でふえる。 ) ( 

C 分裂によってふえる。 ) ( 

ナッ トクui 2 キュクリ 3. 

4. コクジカピ 5. 結核菌 6. ワラピ

44.0% 
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どえJな植物がどんなふえ方をするかについて判断させa繁殖法による椛物

分類の盤解程度をみようとしたものである。

1. コワジカピ，アオカピなどの菌類が胞子によって繁殖するととの理解を

確実にするとと。

この問題の正答事が意外に低い (44.0%)のは，ナットワ菌，コクジカピ，

結核萄，ワラビの四種を胞子でふえるものと細胞分裂によってふえる.ものとに

弁別するととがむずかしかったためと思われる。特にコクグカヒ'については，

胞子か分裂かの判断を誤まったものが多かったのではなかろうか。ワヲピなど

のVダ類が胞子によってふえること，ナヅトク菌，結核菌なeの単細胞生物部

細胞分裂によってふえることの理解は比較的容易に学習されるけれども，ゴク

ジカピ，アオカビなどの菌類が胞子によってふえることは，生徒にとって特に

理解しにくいようである。とのことについて生徒の学習上の困難点、を具体的に

述べてみよう。

ゴワジカピやアオカピなどがむし米やもちなどの培養基中でひろがっていく

状態と，細菌類が培養基中で繁殖していくようすとは，視覚的には同じように

見えることによって，つクジカピも細胞分裂によってふえると考ーえるのは，生

徒にとってむしろ自然である。どちらも細胞分裂によってみられる現象ではあ

るけれども，一方が多細胞生物の細胞分裂による生長であるに対し，他方は単

細胞生物の細胞分裂にる繁殖であるととを区別しな.いととによる誤ったみかた

であるといえよう。

このような偏見を生じないように学習させるには，指導にあたって特につぎ

のことに留意することがたいせつで応る。

・生長と繁摘との相違を明確にし，特にふえるということばの使い方に注

意して，多細胞と色物の生長と単細胞牛

ること。

-顕微鏡観察などによってコクジカビ，アオカピなどの胞子を確認させ，

Vダ類，コケ類などとの類似点に気づかせるとと。

2. いろいろな繁嫡法を植物分額と関述させながら総合的に理解させる ζ

と。
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繁殖法についての理解を確実にするためには，いろいろな繁殖法り本質的な

特徴を他と比較しながら総合的構造的にとらえられるようにすることがたいせ

つである。現行教科書などでは，植物分類にしたがってそれぞれの分類項目ご

とに代表的な植物をあげ，その種類の特徴をそれぞれの融点からいくつかあげ

るような形をとっている場合が多く，分類に関する総合的な理解と関連させな

がら繁殖法のいろいろを構造的に理解させようとする意図がはっきりあらわれ

ていないように思われる。とのように分散的ν 孤立的?と指導した場合には，生

徒は学習結果を忘れやすいものであり，かりに覚えていたとしてもとの問題の

ような総合的な場面でははたらきにくくなるものである。

繁殖法を構造的に理解させようとするには，生物の二大本能の一つ乞いわれ

る繁殖の本質的な志昧に着目させながら，有性生殖之無性生殖を指導し，無性

生殖には分裂，出芽，胞子形成などと栄養生殖とがあることをまとめて理解さ

せなければなるまいJそれには，各生殖法を代表するような生物についての観
察をとおしながら，それぞれの特徴や相違点，類似J点を確認させるような指導

が望ましい。さらに，このようにして得られた繁殖法に関する知識を生物分類

全体の中へ正し〈位置づけることによって，その知識はより確実となるととも

に逆に分類全体に関する理解も構造化されるであろう。

30年度(9 ) 

細胞の顕微鏡観察材料として， ;トギやタマネギがふつうに用いられる。それはど

ういうわけか。つぎのうちからもっともよい現由を一つ選んで，その君主号をOでか
とみなさい。

1. どこにもあって，てがるに4号られる。
2. 表皮がうずくはげて，そのままみるととができる。

3. 細胞の核や分裂がよくみえる。

4. 他の植物とくらべて，細胞が特に大きくみやすい。 「 24協
この問題l'I生徒がネギやタマネギの表皮を自らはがして検鏡材料を作り実

際に観察した学習経験をもっているかどうかをみるとともに，その際，との.

ような材料を選んだ理由についての学習が行、われたかどうかをみようとした

ものである。

この問題の正答率がきわめて低い (24.8%)のは， ζのような材料を用いて
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生徒自ら顕微鏡をj菜作したり，そのような材料を用いる理由について学習した

りすることがすくなかったためではないかと考-えられる。しかも選択肢に示さ

れた各事項にまぎらわしいものが多かったこ とがますます正答率を低くした理

由であろう。特に !と2の選択肢は生徒にとってその判別がむずかしかったこ

と思われる。

とのような内容の指導に当っては，実際に検鏡材料を作らせて観察させると

とにより，ホギやタマネギが適当であることについての具体的な経験を得させ

るとともに，それらの材料を用いる理由を教えることを忘れないようにしたい

ものである。

31年度 (1 ) 

ツラマメの芽ばえた般について，どの部分がもヮともよく生長するかを観察する

ために.Aのイ・ロ ・ハのように翠で印をつけ，それを，しめり気のある入れ物の
中に入れておいた。との根は.241時間後にはどのように生長するであろうか。Bの

n の中川正しし、と思うものを一つ選んで，その番号をOでかこみなさ

し、。

B 

2 3 4 

36.596 

根ののび方についての知識が笑験や生長点付近の顕微鏡観祭と結びつくよ

う習得されているかどうかをみようとしたものである。

o ~授が伸長する のは，先端付近にある生長点でさかんに細胞分裂が行われ

ることと，分裂した個々の細胞がある大きさまで肥大することによるもの

であることについて，実験や根の生長点付近の検鏡によりながら実証的な

理解をはかるこど。
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この問題がむずかしかった一つの原因之しては，問題のA関にあげられた日

もりの間隔がどれくらいなのかはっきりしないため"根の生長に関する実験を

厳密に実施した経験をもっている生徒ほど選択肢 l・2の判別に苦しんだ結果
であるとも考ーえられる。しかしとの問題に誤答したものの多くに，生長点や根

冠についての観念的な形態上の知識しかもたず，それが実際の生長とどのよう

に関係づけられるかについての理解がふじゅ5ぷんなため， このような実験に

よる実際的な場合に適用できなかったものであろう。

;tTtの伸長についての実験や根の先端付近の検鏡(図などで代用される場合も

含めて〉が，それぞれ別々に学習されるのではなく，根のや11長がどのような構

造とそのはたらきによるものであるかという観点から統一されるように学習さ

れるととがたいせつである。そのためには，根のイ中長実験が{京電な態度と注意

深い観祭によって厳密に行・われるとともに，との結果と関係づけながら，生長

点付近の細胞の密度や大きさを意図的に観察する必要があろう。 ζのような学

習によって，根の生長点は先端に近いととろにあるという程度の知識ではな

しもっと厳密さをもった正確な理解に適するよう〈ふうしなければならない

と考えている。

さらに以ーとの理解をより原理的にさせるためには，単子葉植物や双子葉植物

の茎の伸長や肥大などとの関係も考えさぜ，植物の伸長や肥大はすべて細胞分

裂と分裂した細胞のある限度までの肥大にもとづ〈ものであることに気づかせ

るととが望ましい。

32.1手度 [3 J 

つぎの文の { }の中川，正しくあてはまるものを一つ選んで，その審号を

Oでかこみなさい。
(1.浅海の表函1 (4. 肉 眼l

ミドリムνは，{2 池やみぞ}から採集し， {う 虫めがね?で観察する。
t3. 腐経土の中J l6. 顕微鋭1 一一一一一一一

l 39.3労

単細胞動物 (原生動物〕の うち，ゾワ Dムジとともに，もっともふつうに

学習素材として用いられるミドリムVについて，採却と栂祭をとおした知識
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をもっているかどうかをみよう とした問題であ・る。

単細胞動物について学習する場合，その代事としてミドリムνとプヲリムν

は必ずとりあげられていると忠われるのに，との問題の正答率が39.3%にすぎ

なかったというととは，との学習が観念的に行われていることを示すものでは

なかろうか。との問題に生徒がもっとも抵抗を感じた点はおそらくミドリムν

の生育場所であろう。掛図や教科書の図版などで観念的に学問しただけの生徒

は， ミドリムνが単細胞動物であるととについての具体的な現実感が得られな

いので，観察法すら確実に記憶していることはむずかしいと思われる。また教

師が用意した顕微鏡によって観察をしたとしても，生育場所についての具体的

な表象は得られない。このような具体的な経験に裏付けられず観念の上でのみ

学習された知識の定着が，いかにむずかしいものであるかを，この問題の結果

としていえるようである。

生命の:最小単位がー仰の制胞であることを理解するための基本として， ミド

リムジくらいは，実際の採集と観察を行いたいものである。

32年度(5 ) 

植物の炭敵同化作用とnr-吸作用について，つぎの問の答として正しいものを，下

の二コ の仲らそれぞれ一つずつ選んで，その番号制 〉の靴書きな

さい。
(乱 行われる部分はどこか。 .........…… 答(

イ 炭酸悶化作用の {
lb. 行われるのはいつか。 ………・・・ 答〈

rc 行われる部分はどこか。 ……ー・…… 答〈
ロ 呼吸作用の |

ld. 行われるのはいつか0 ・・・・……・・ 答(

I ~ 禁 〈き花…べて 2 架とくまだけ | 

1 架線紫のあるところ 4.昼間 5.夜間 6.昼夜とも | 

、ノ、
J

1

ノ、
J

イ 64.27弱

40.77多ロ

炭酸同化作用と呼吸作用について，それぞれの作用が行われる部分と時聞

を明硲にlヌ.別できるかどうかをみるとともに，その知識が両作用の本質的な

相違と関係についての盟解に裏付けられているかどうかをさぐろう とした問
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題である。

1. 炭酸聞化作用と呼吸作用の本質的な相違とその関係に気づかせる ζ と。

炭酸同化作用は，葉を中心にして葉緑素のあるところで昼間だけ(人工光線

によっても行われるが〉行われ，呼吸作用は植物体全部で一日中行われている

などの分析的な知識内容を，両作用別々にただ楓念の上で記憶していようとす

ることは案外努力を要するものである。との問題に正しく反応できなかった40

%-60%の生徒の中には，このような状態にあったために，どちらの作用がど

うだったかはっきり再生できず，両作用を混同してしまったものも相当数あっ

たことと予想される。

両作用の本質的なはたらきとその相違や，植物体における生理的な相互関係

が明確に理解されているならば，との問題が要求しているような分析的な内容

は.たとえ直接的には忘れても.演縛的に推理していくことに主っておのずから

判断できるものであろう。そのためには，炭酸同化作用が生物界におけるエホ

ノレギ一代謝の根源であり，植物体においてはエネノレギー源摂取の方法であるこ

と，呼吸作用は摂取したエネノレギー諒を分解して活動のエネノレギーに転化する

ためのはたらきであること， したがって.エネノレギー源の摂取とその分解は生物

が生長し生命を維持するために欠く ととのできない基本的な機能であることな

どの根本的な見方を根底におくことがまず必要である。 このような本質的な見

方にも とづきながら，それぞれの作用を比較対照し分析的にみたりそれを総合

したりするような指導を行うことがたいせつであろう。要は両作用の本質的なは

たらきの理解にもとづき.そのような見方で，それぞれの作用の分析的な内容を

推理.判断させるような学習経験をさせることが必要であると考えるのである。

特に植物の呼吸作用については，動物の場合にくらべてみにくいので，植物

も呼吸しているということが生徒にとってはきわめて納得しにくいものである

から，上記の原理的な理解にもとづいて考えられるよう動物の場合主比較したー

りしながら学習を進めることが肝要であろう。

2. いろいろな実験を行うことは盟ましいが，それぞれの実験結果を炭酸同
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化作刷と呼吸作胤との全体的な理解構造の中へ正しく位置づけてやるよう

にすること。

炭酸同化作用や呼吸作用については，いろいろな笑験が行われているが，そ

れぞれの実験は多くの場合作用全体の分析的な内容について部分的な実証を試

みているにすぎないので，実験の結果どんなととが笑証できたのか，そのこと

は作用全体とどんな関係位置にあるのかなどを明確にし，一つの実験であたか

も作用金体を実証できたかのような誤Jjq，をもたせないように留意して指導する

ととがたいせつである。また実験結果がなるべく明瞭にみられるように，素材

や条件を統制して実験を行うことが多いのであるが，そのため表面的な現象が

本質的な内容であるかのような偏見をもちやすいことがよくあるので，実験を

指導するに当ってはその点l二ゅうぶん注意しなければならないと思う。

たとえば，発穿中の種子や，開花中の花などを材料として呼吸作用の実験を

行った場合，植物の呼吸は穂子や花などでのみ行われているかのような誤解を

生じたり，葉もl呼吸作用を行っているととを実証するための実験でa光をあて

ないように統制することから，呼吸作用は夜しか行っていないと考えたりしや

すいものである。また炭般同化作用ででんぷんができることをたしかめるよう

な実験では，操作が複雑なため，それぞれの操作自体に気をとられて，その奥

にある本質的なねらいを見落したり，クロモなどを使って炭酸同化作用によっ

て酸素が発生する ζ とをためす場合，でてくる気泡から受ける視覚的な印象に

とらわれて，これを呼吸1と考えてしま lったりする生徒があることにもじゅうぶ

ん注意して指導しなければならないであろう。

33年度 (2 ) 

右の図l'"J:，植物の細胞をあlらわしたもので

ある。A.B.Cの各部分の名称、を，それぞれ

( )の中に書きなさい。
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植物細胞各主要部分の名称が細胞の実体と結んで習得されているかどう1か

をみようとした問題である。

l. 顕微鏡による植物細胞観察の経験をさせるとともに，特に細胞質と原形

質を区別できるよう留意して指導するとと。

生命現象は要約すれば，端的に細胞で示される。その細胞について，主要部

の名称を知ることはp もっとも基本的なととの一つであるから，なるべく実際

の観察による感覚的な経験をちせて細胞の実物に関する表象を鮮明にするとと

もに，映画，幻灯，図版などの視党的効果を活用して，各部の名称とそのはた

らきを学習させることが盟ましい。また ζの問題の誤答の原因のーっとして細

胞質と原形質の混聞があり，図のCを原形質と雷・いたことによる誤答が案外多

ーかったのでないかと考えられる。 ζ の点も指導に当ってじゅうぶん留意しなけ

ればならないととであろう。

2. 細胞の主要部分の名称を用いるような学習の機会を多くもつよう留意す

ること。

とのよ 5な名称を一回の学習でfr{i・笑に記憶しこれを長〈忘れないでいること

はほとんど不可能なことである。との問に正答できなかった生徒の中には，細胞

の形や構造についての視覚的な表象ははっきりしていとけれども，各部の名称

は忘れてしまったというものが多かったのではなかろうか。このような基本的

な知識は，その後いろいろな機会に何回か用いることによって次第にはっきり

定着するようになるものであるから，植物や動物の内部構造とその機能を学習

したり，微生物について調べたり，遺伝について考・えたりする場合に，常にこ

れらの名称を用いるととを意図的に考えながら指導することにより，単なる記

憶のために努力することなく，自然に確実な知職として身につくようになるで

あろうρまた，このように，その後のいろいろな学習の場で用いることによって，

細胞各部分の生物体における機能もしだいに理解されるようになって，各名称

によって代表される実体の内容も虫富で深まりのあるものとなるはずである。
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33年度 (4 ) 

つぎのイロの器官で呼吸する酬を，布の仁 _1の中川れぞれ一つず
つ選んで，その番号を( )の中に書きなさいc

イえら( ) I 1 ツパメ 4 タジラ

2. カニラカメ

ロ.気管( 13 ミミズ ゴ パゾ jI 54.696 

どんな動物がどんな呼l以器官によって呼吸しているかを判断させるととに

より，呼吸法による動物分知の能力をみよ5としたものである。

1. いろいろな呼吸法とそのためのしくみを動物分類や進化と関辿づけなが

ら総合的構造的に到!併させること。

個々の動物の呼吸法をそれぞれ単独におぼえようとしたり，それぞれの呼吸

法をある種の郵物がも勺ている形態や背性上の特徴としてのみ記憶していよう

とする ζ とは，なかなか努力を要することである。現行教科書では高等動物か

ら下等動物への順序でその分類ごとに形態や習性などの特徴を順次述べていく

というような編集をしているものが多く，分類を総合的全体的に考察させなが

らまとめたり，ある観点〈たとえば呼吸法〉から各極の動物を観察して盤延し

たりするような学問が比較的経く扱われているように思われる。

ζのように，ある種類やそれに属する個々の動物の特徴としてのみ学習して

きた生徒は，それらの特徴をすべておぼえているととが困難になるばかりでな

く， ζの問題のような観点〈呼吸法〉から逆に考えていくことができにくくな

るものである。

動物の進化と関Jillさせながら分類全体の中へ呼吸法のいろいろを正しく位置

づけてやるような拘母方法をくふうするととがたいせつであろう。

2. それぞれの呼吸法・について，それを代表するような動物の呼吸法を実際

に観察したり，その器官を解剖してみるような学習経験をさせること。
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この問題について，ヅパメ とクジラを選択した生徒はまずなかったと考えら

れるので，誤答したものは，おそらく，カニ， ミミズ，カメ，パツタについて

その選択を誤ったものであろう。これらの動物について分類上の位置がはっき

り理解されており. 1で述べたような学習が行われているうえ，昆虫類や甲か

く類の呼吸器官についての解剖上の経験があるならば，おそらくこれらの選択

を誤る ζとはなかヮたであろうと思われる。

特に気管については，甲かく類を除く節足動物にのみある呼l虫器官である こ

とに留怠させることがたいせつであろう。

34年度 (6 ) 

下の表は，双子禁植物と単子葉植物のちがいを示そうとしたものであるが，左右

入れちがったところがこか所ある。それはどこか。その若手号をOでかこみなさい。

番号 双子葉植物 単子葉植物

子~2 まい 子葉 lまい

2 平行した楽脈 あみ自の葉脈

ト 7 '花多弁く ・がく片ア・おし又は7
1 は5または5の倍数

花弁・がく片・おしベは，
多くは3または3の倍数

ひげ根がある

5 形成庖がない 形成!習がある
も/.も%

双子葉植物と単子葉植物とがそれぞれどんな特徴をどもち，どんな相違点が

あるかについて，学習した ζとが確実に整理されているかどうかをみよう と

した問題である。

。 実際の観察結果を比較しながら整理する ζとにより，双子楽植物と単子

薬組物を弁別する能力を高める ζ と。

問題に示されているような表を観念的に記憶しょ5とするよ5な学習ではな

し代表的な植物を比較観察させるととによって，とのような表を作成するよ

うな形で学習されることが望ましい。とのようにk~矧務した結果を整理した
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り，前に学習したいろいろな植物の特徴をとのよ5な観点から再整理したりす

るζ とは，双子葉櫛物と単子葉植物のそれぞれの特徴を確実には握するために

.も有効な方法であろ5。

この問題でむずかしかったところは，おそら く内部構造に関係のある形成層

であろうと忠われる。との点については， 茎の構造を学習する際に，肉眼によ

る観察と顕微鏡による観察とがうまく結合するように指導するとともに，先に

31年度 C1コで述べたような植物の生長が細胞分裂とその肥大によるととにつ

いての根本的な理解に裏付けられるととがたいせつである。

一般に，分類についての学習は，十既に分類されたものを学習させるのではな

し 生徒自らが分類していくような形で進められる ことが望ましいと忠われ

るc しかしすべてにわたってこのような原則を貫くことは現実的に困難である

と考えられるので，生徒の能力や物的環境を考慮しながら，いくつかの事項に

ついては，このように帰納的な学習をさせることがたいせつであろう。
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IV地 学 的分野

30年度 (4 ) 

つ何時こん付分をもっ鉱物名を，下の亡コ帥川一つずつ選 。

んで，その番号を空欄に書きなさい。

鉱物名|条とん色 |成 分

A I I黒 色 l鉄之酸素

|引-rtt:
L 質事~鉱

2 磁欽鉱

3. 赤鉄骨~~

鉄鉱の条とん色と成分についての知識の有無をみようとした問題である。

この問題の正答率がきわめて高いのはく91.0%) ，鉄鉱石名と条こん色との

対応にあたって，その文字碩からだけでも判断することができたためと忠われ

る(赤欽

成分のところを条こん色からはなして，別に選択させたり，他の鉱物を索材ーと

したりしたならば.正答率はおそら く大巾に低下したこと.cあろうと思われ

る。

ζのような内容について指導する場合の塑ましい方法としては，つまの諸事

項をあげることができる。

・鉱物標本を比較観察させることによりそれぞれの鉱物についての具体的

な表象をもたせる ζと。

・条 ζん板会用いて，実際の条こん色についての色J惑を併させるとと。

・鉱物の成分については，鍛化と還元についての化学的な理解・を基礎と

し，鉱物の精鋭:法などを考えさせる過程で学習させること。
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30年度 (6 ) 

右の図表は，本県のあ
25 

る土地で， 昨年7月中の a

最高気温と段低気温を調|

. 
最・
E晶

/ 竺竺竺旦 気

..L 
'"'" てき包「て=i べたものの一部分であ l

る。 ζれをみて，つぎの気
濯 2日

間に答えなさい。 士

1. 13日の天気は，ょE:

事写

2. 

かったと考えられる |

か，わるかったと考 I15 
えられるか。

その灘由

司、、、

. 
10日 11日

トt

，〆

、¥ /"温
最 {民 ~ 

12日 ぽ百一~同 IS日

日 一一一一一一一

気温の日変化と天気状態との関係を理解し，それにもとづいて，

/イ

16日

グラフで

示された数日間にわたる最高最低気温の変化から天気状態を判断するととが

できるかどうかをみようとしたものである。

いろいろな天気状態に関する日常経験を分析的に考鮮させるとともに，

笑測によるたしかめの学習経験をさせること。

この問題では，附天のlヨが曇天や雨天の日にくらべて気温の日変化 (最高最

低の差)が大きいことに気づいていなかったための誤りが相当多かったものと

予想される。このととは，EI々 経験している天気の変化について案外無意識・に

すごしており，分析的にみていない生徒が多いこと，または，学習指導で気温

の日変化をとりあげる場合に，教科書のグラフや説明を用いての観念的な学習

が多く，そこで学習したことが，円々経験している天気と結びついていないと

となどによるものであろう。

とのような理解をfrfo.実にするには，日々経験している天気をある観点くとの

場合気温の日変化と天気状態〉から考察して仮説をたて，それを実測によって

たしかめるような学習道程をとることが望ましい。 とのようにして学習した結
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果は，たとえばこの問題のような場面で判断するととが必要になった場合，ま

ず晴れた臼と曇った日の経験的な表象が頭に浮かび，っきfにその中の気温差の

要素が分析されて再生されるであろう。

晴れた円の方が曇った円より暖いという程度の浅い経験的判断しかできない

生徒は， 1の小間では正答できても， 2の小間で「気温差が大きいから」とい

う理由を述べることはできないはすそである。

気象の学習では，以ょのように， 日常の経験をしだいに分析的にみて，それ

を論理化 し一般化していくような学習が特にたいせつである。このことは小学

校のときかbじゅうぶん留意してすi主導しなけれ・ばならない点であろう。

2. 気温の日変化を幅射放熱の概念、によって論理化ずることより，気温の日

変化之天気状態との関係についての理解を深めると左。

この問題では， 天気のよい日の気温の日変化が曇大や雨ズの自にくらべて大

きいことの理由・4ヒ， i扇射放熱の概念会j羽いて説明することを要求してはいな

い。しかし， 1で述べたような学習経験を基盤として，その上に熱?と関する学

習内容との関連を持たせながら，i~話射放熱の概念によって論組化するよ 5 な学

習をつみあげるならば，気温の目安化と天気状態との関連についての;題解はい

っそう深まり，より確かなもの之なるであろう。

幅射放熱の概念を指導する機会は気温の日変化や，年聞における太陽高度の

変化と気温の変イむの周期がずれること，または，海陸風の生7る理由，熱の移

動などいろいろあるわけであるが，それぞれの機会に断片的孤立的な指導をお

こなうにすぎず，それを統一的に理解させようとする配肱が少いのではなかろ

うか。

3. いろいろな形で描かれるグラブを必妥に応じて読みとる能力を高めるこ

と。

気温の日変化について暗天と曇天の場合を比較するグラフは，教科書などで

もよ く見うけるが，この問題のような形でポされているものが少いように思わ
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れる。生徒の中には，とのようなグラフにはじめて接したため.J主しく読みと

れなかったものもあると予想されるので，実測した結果を目的に応じてさまざ

まな形のグラフにあらわしてみるような経験をさせるとともに，数学などとの

関連を重視してグラフを利用する能力を高めることがだいせつである。

3D年度 (7)

布区lt土太陽系の一部を示したもので
ある。つぎの聞に答えなさい。

イ つぎの文の { }の中から，

正しいものを一つ選んで，その番

号をOでかζみなさい。

よいの明星とも，あけの明星と

(1.恒星
もよばれる金星は {

12. すい星
3. 惑星(遊星)) 

トである。
4. 衛星 j 

ロ 金星は，ふつう太陽が枕;んだ

後，または太陽ののぼる前，しば

らく‘の闘だけ見るととができる。その理由を書きなさい。

ベも，2./% 

o /6.5% 

宇宙や太陽系の構造に関連させながら，さまざまな星の関係位置やその運

行についての理解をみようとして出題されたもので，イのノj、問では.恒星，惑

星，衛星などの弁別力を，ロの小問では内惑星の運行と地球からの見え方と

の関係把握について，金星を素材としてそれぞれみようとしたものである。

。 観測によるそれぞれの天体のみかけの運動じ字筒や太陽系の構造に関

する灘解が，よく結びつくように留意するとと。

金星が惑星であることは，すでに小学校のころからじゅうぶん学習してきて

いるはずであると思われるのに，その正答ボが案外に高くない (62.J%)の
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は，どうしたわけであるぢか。金毘についての具体的な観察経験が意図的に行

われなかったため金星がどの呈であるかを知らなかったか，または，惑星，恒

星などについての概念上の区別が不服笑であったかのどちらか，あるいはその

両方による誤答者が40%弱もあったととになる。

このような生徒は「惑星は太陽のまわりをまわっている毘で，自らは光を出

さず太陽の光線を受けてそれが反射してみえる ζと..J. r太陽に近い方から

(水，金，地，火，木，土，天，海，めい〉の順になっていること...l. r恒星

はまたたいて見えるが惑星はまたたかないとと...l. r惑星は星座の問を移動し

て見えること.J. r楠星をもっている惑星は何と何でそれぞれいくつあるかと

いうとと...l.などについて観念的な学習はしたけれども，実際の夜空とこれら

の観念とがむすびつかなかったために， ζ とばで学習した結果を忘れてしまっ

たり，いくつかの ζとを混同してしまったりしたものであろう。

以上のととは，っきfのロの小間で正答率がきわめて低い (16.59のことにも

大きく影響しているものと考えられる。またロの小聞は，イにくらべて問題内

容が複雑であり，しかも記述形式によって解答を求めているので，困難度の高

い問題といえる。

したがって金星が惑星であるととを知っており，さらに金星が肘がくれると

すぐに西の空に明るく光っていることなどを実際に経験している生徒でも，金

星が夜中に中天にかかってみえない ζ との現由となると，正しく答えられない

生徒が多くあったことと忠われる。また観念的に内惑星だからと答えられて

も，内惑星だとなぜ……といわれると，自信をもって答えられるものはきわめ

て少いのではなかろうか。とれもことばの上だけの知識で理解を伴っていない

ものといえるであろう。

生徒にとって，自分が立っている地球をはなれて，しかも地球からの見え方

を客観的に考えるという ζ とは，きわめてむずかしいととであろう。地動説の

立場から，太陽系を含めた宇宙の榔造や動きを，自分が見ている天体のみかけ

の様相と関係づけて考えることができるようになるには，どうしてもよ記のよ

うな客観的な見βができなければならない。このような見方ができない限り，
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字爾の構造やその助きに関する知識は観念的で具体的表象の伴わないものでお

って，まい円みている天体とは無関係のとととなる。

中学校における天体に関する学習指導では，以上の見方を確立することがも

っとも重要な者眼点であるから，天体の運行についての観測をZ重視するととも

に，観測結果を地動説の立場によって理解することができるように，その媒介

となる視覚的方法をくふうしたり，生徒にいろいろ考えさせる場を与えたりす

るζとがたいせつであろう。

31年度(4 ) 

下の図は，月の満ち欠けについて綬測したものである。A.Bの図にそれぞれむ
すびっくことがらを a・bからそれぞれ選んで，その符号と悉号とを答の( ) 

の中に書き入れなさい。

〈月の見かけの形と傾斜)a. (自ずだいたいの時と方 b. (これからの満ち欠け〉

「ー~I一τ一寸 イ 太陽が沈むころ西の空 1. 新月に向かう。
1 . .41 1 '~..1 凶くかかる。 2 満月山づc
卜-、ヶづI1 1、-.4..1ロφ 夜明けに束の空に低〈
」一二三一J L一二=二一」 かかる。

(符号) (番号〉
~ A一( ) _'C ) 

(符号) (番号〉
B- C )ー( ) 

l一一長房一

月令の変化に関する知識が，注意探い観測結果や，太陽，地球，月の関係

位置や迎路・についての理解にも とづいて得られたものであるかどうかをみよ

うとした問題である。

1. 月の満ち欠けやその運行についての注意深い観測経験をさせる ζ と。

との問題に誤答した第一の困難点は，AとBの三日月をはっきーり区別できな

かったり ， 三日月が見える~刻についての経験があいまいであったりしたこと

にあると思サコれる。ζの問題は，生徒がふつうにみている三円月(上弦の三日月
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ーー夕方西の空にかかる一一問題のA図〉についての沖窓漂い観察経験があれ

ば，明け方見える下弦のニ三日月をたとえ見ていなくとも正答でをるはずである

が，正答率が35.3%にすぎないことは，いつも三:A月をみていながら，その観

察が無意図的に行われていたとしか考えられない。

三日月の弦の傾きが地平線に対してどのような方向になっているかを注意深

くみるような観測が行われるよう留意するととがたいせつである。それには，

西の空にかかる上弦の三日月だけみているととでは，弦の傾きを意図的に観察

することの必要性が少いので，夜明け方東の空にかかっている下弦の三日月を

見る機会を作り，上弦の三日月 と比較するような学習経験をさせる ζとが望ま

しい。

また，月の満ち欠けを学習する場合に，よ弦，下弦という ζとばをよく使う

が，生徒はこれを弦のまがり工合がよをむいているか下をむいているかによっ

て判断し勝ちなので. (月の観察がふじ~うぶんであると， 生徒はみかけの光

る部分が上の方にある三日月がある と思いこむ ζとが多い。〉上弦は，影の部

分と光っている部分の寸脱がみかけ 1:だんだん上へ上っていく月，したがってし

だいに満月に向う月であり，下弦はその逆であるととに留怠して指導すること

も忘れてはならないととであろう。

第二の因総点としては，たとえA図の三H月が夕方西の空にかかる ζ とがわ

かっても， その月が新月に向うか満月に向うかの判断に迷うことであろう。と

のような誤りは，月の形の変化や運行についての継続的な観測が効果的に行わ

れなかったととによるものである。

以上のように，この問題は，月の見かけの運行や形の変化についての注意深

い観測が意図的に行われているならば，正答できるものであって，とのような

観測は，小学校でおおよそ行われなければならないものであるから，正答率が

低いということは，小学校における学習のしかたにその板元があるとも考えら

れよう。

2. 月の満ち欠けや運行について観測した ζ とを，太陽，地球，月の関係佼
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霞から論現的に判断できfるように指導する こと。

月の満ち欠けやその運行についての注意深い分析的な観測を行うととによっ

て，月.の巡行や形の変化に一定の法則性のあるととは発見できるわけである

が，そのような現象がなぜ生ずるかの理由を，太陽と地球と月との関係位置か

ら考えられるようになれば上記の現象的理解に論理的な板拠が与えられた ζと

l になり，その酬は統一的構造なものとなって，新しい事家にも適用すること
のできるはたらををもったものとなろう。

中学における月の運行に関する学習指導では，笑際の観測が現実的には行い

j にくいととによって 山教科書欄などの図や三球儀などを媒介山
説明に終りやすい。とのような学習にょうて得られ'る，太陽と地球と月の関係

位置と月の満ち欠けやその運行との関係についての知識は，日常観祭している

J 月の変化とは結びつぎにくいものである。たとえば，月の公転の周期と自転の
1 周期が等しいととにより地球からは月の半面しか見えないとと，月の出がまい
日約50分おくれるのは月の公転によって生ずることなどをととぼとして知って

いたとしても実際に回で見ている月の運行と結んで，はたしてどれだけの実

" 

F

，d
p

 

Ll 

感をもって班解されているであろうか。また，月令の変化を，中心に地球をお

き太陽光線の方向を一定にして，まわりに8この月を配し，それぞれの月が満

月，新月，半月，三日月などであらわされるような関・で説明するととが教科哲

などでよく見られるが，立体的な空間関係の時間的変化を同一平面上にあらわ

したこのような図で学習した ζとが，日'lit見られる月令の変化と果してどのよ

うに給んで理解容れるものであろうか。

以ょのように観念の世界のみで得られた知識は，との問題のような場面にな

ると，知識としてのはたらきを発揮できないものである。夕方西の空にかかっ

ている三日月を見たとき，直ちに自分が立っている地球上の一点と太陽や月と

の関係位世が瀕に揃け，それを図や模型などを使って人にうまく説明できるよ

うな状態まで理解を深めたいものである。とのように月の運行や形の変化に関

.' 
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する論理的な理解は，実際の観測結果と結びついてはじめて成立するものであ

るととに気を配って，そうなるための指導方法をいろいろくふうし，ためして

みることが， ζれからの課題であるう。

31年度(5 ) 

ti.図は， 佐渡沖~， 矢印の方向に台風の中心が遂

行したことを示したものである。との場合，新潟市

付近のmI¥向は，台風のiiJlj自にともなって，どのよう

に変ったと思うか。下の1.2. 3のうちから正しいと

思うものを一つ選んで・， その若干号をOでかとみなさ
し、。
l 東←→南東一→南ー→南西

2. 南一→南西ー→西ー吋悶

ヲ 北ー+オヒ点ー→点ー→南東 l
I 52. b~診

台風の進行に伴うある地点の風向の変化について，低気圧にみられる風の

吹き、乙み方から推論し，.正しく判断できるかどうかをみようとしたものであ

る。

1. 低気圧にみられる風の吹き ζみ方を学習させる;場合，図などによる模式.

的な形を観念的に取り扱うと となく ，実際の場合の風の吹母方と結びつけ

られるように指導する ζと可

との問題に正答した生徒の中には，台風は大体において南方からやってくる

という常識的な知識によって正答(南一→南西一→西ー→北西)を選んだ生徒

もあったと忠、われるし，選択肢が三つしかないために，判断に迷った生徒が偶

然正答を選んだとも思われるので，真に理解して正答しているものの数はもっ

と少いのではなかろうか。

低気圧の中心に向ってその周囲から風が吹き ζむこと，地球自転の影響によ

り北半球では時計の針と逆まわりの方向に風がまわりとむなどを知っていて

も，この問題のような場面でその知識を活用して三与えればよいことに気づかな
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かっため，とんなととは学習しなかったとして判断に迷った生徒も多かったこ

とと思われる。

低気圧における風の吹きとみ方について，模式的な図などによってのみ学習

した場合には，よくよ記のような状態におちいるととがあるものであるから，

指導の実際に当っては，低気圧のある天気図などで各地の風向金調べたり，付

近を低気圧が通る機会に実証してみたりするなど，具体的な場面に適用させて

知識を機能的なものにするようじゅうぶん留意するととがたいせつである。ま

た. r夙の吹いてくる方向へ背を向けて左手の方向に低気圧の中心がある」な

どの形式的な方法も模式的な図と関係づけてその理由を;15えさせたり，実際

の場合に活用して，低気圧のある方向を予想したりする学習も，効果的な方法

であろう。

台風接近の場合などもよ記のような学習を行うよい機会であるから，機を

逃すととなく風向の変化を予測しこれを実証してみるような動機づけをして，

生徒に自ら観測させるような配慮がほしいものである。しかし山地など特効とな

地形環境にあるととろでは，風向がかならずし・も模式的に変化するものではな

いから，その理由を地形との関係から考えさせるようなとともたいせつであろ

う。

2. 低気庄にみられる風の吹きとみ方の法則性を活用して，論玉虫的に推論で

きーるよう指噂すること。

低気圧がある地点にあるとき，その周辺の一地点の風向をおおよそ判断する

ことのできる生徒であっても，ζの問題のような場商になると，判断に迷う生

徒もあるものと忠われる。論理的な能力のすぐれた生徒であるならば，直接台

風進行時のある地点にみられる風向の変化を学習しなくとも，台風進行途上に

任意に数地点をとり，そこでの風の吹き方を考えてこれらを迎統するような分

析と総合を行うことができるであろう。とのように，総合的な場面で分析的に

考え，とれを総合して判断するような論理的能力は，台風の進行時の風向の変

化を推論するような場だけでなく，いろいろな学習の機会に分析したり総、会し

たりする〆ような科学的思考の経験を多くもっととによって次第に身につくもの

であるし，このζ とは理科教育の重要なねらいの一つでもあるので，学習指導
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に当っては，常に生徒を受容的な立場におくようなととなく，能動的にZ与えさ

せるよう必指導形態をとることが肝要であろう。

31年度(10 J 

長さ 1mぐらいの糸の先におもりをつけて，これを手からさげ，下の a.bのよう

に科左右に一九叩はどのようになるか川 口 叩ミ

ら，それぞれ正しいものを一つずつ 一

選んで，その祷号か( )の中に
1. おもりは静止しようとする

2. おもりは大きくゆっくり動く
ID~入れなさい。

a 大きくゆっくり動かす( ) 
3. おもりははやく蹴いで箭P止しにくい

b 乙まかくはやく動かす( ) 
44.3% 

地震計には，振子の性質を利用して不動点が作ってあるととについて，実

験によってたしかめた経験があるかどうかをみようとしたものである。

との問題は地震計の原理を学習する時;tL，問題内容のような振子の性質につ

いて，実際に生徒自らためしてみたり，教師によって行われる笑験を観祭した

りする学習経験をもっていれば，容易に正答できる問題である。 aの「大きく

ゆっくり動かすJと2の「おもりは大きくゆっくり動<_jを結ぶ ζ とはよ記の

実験をしていな〈ともだいたい判断する ζとはできると思われるので，正しく

弁別ぜきなかったものの大部分は bの「こまかくはやく動かす」を3の 「お

もりははやく動いて静止しにくいJ と結んだものであろう。

地震計の原理も図などによって説明されただけでは納得しに〈いものである

し，上記の実験はきわめて簡易に行えるものであるから，必ず実験をとおして

理解させるよう留意しなければならないと思5。

31年度(6 J 

つぎのうち，浅くて，よい漁場ーとなるものはどれかο適当なものを一つ選んで，

その1IF号をOでかとみたさい。

1. 大陸斜面(大陸傾斜，陵斜面) 2. 海 消

3. 大陸棚(陸棚)
鴨./% 
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海底構造と漁場とを関係づけて判断できるかどうかをみよう主したもので

ある。

との程度の海底構造は比較的単純であるし，地図などに示された等深線とも

結びやすく，また，これをあらわす用語もそれぞれの形状とよく符合するの

で，知識としての習得は割合に容易であろうと思われる。

しかしとのような知識は孤立的断片的に指導することなく，社会科の水産や

生物的分野の海の生物分布などと関連づけて意味をもつよう指導することが望

ましい。

31年度 (8 ) 

一般に南向きの部屋が保健上もっともよいといわれている。つぎの文は，その理

由について笹山ものである品 亡コ の同当い倣入れなさい。

夏は，南中l侍の太陽の院が，， Iから，強い日光が部屋の財
:でさしこまないので，わりあいに暑くならない。また冬は，jl街中時の太陽の高さが

UI Iから，日光が憾の奥までさしこむので緩いo

| 71坊

南向の部屋の採光状態が夏と冬でちが3ことを太陽高度の変化と関係dけ

て王監Mしているがどうかみようとした問題である。

]. 太陽の高度や南中などのことばを実際の事象と結んで理解するように指

導する ζとO

この問題に正答でをなかった生徒が抵抗を感じた点は，おそらく 「太陽南中

日寺の高度J ということばの内容が涯j鮮されていなかったことによるものであろ

う。高さとか高度とかいうととばのふつうの意味は，山の高さとか飛行機の高

度などのように長さの単位によってあらわされるものであるが，天体などの場

合はこれ安角度であらわすことが多いわけであるから，能力の低い生徒にとっ

では， その点のJ!JlJ'J'þがむずかしいとみなければなるまい。小~:t.交では影の長さ
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で£陽の高度を判断する学習をしているわけであるが，務の長さと太鵠の高度

との関係を意識化し，しかもJ惨などの先端と影の先端とを給ぶ直線の延長方向

に太陽があるとみれるためには，自に見えない線を想定しなければならないわ

けであるから，小穴などをとおして斜にさしこむ太陽光線と水平面との間にで

きる角度を観察させるなどして，太陽の高度ということばが，どんな事実をさ

すのかを明磁にとらえさぜるととがたいせつである。また様などによってでぎ

る影でのみ学習した場合，この問題場面のように光の当る部分と影になる部分

が棒などで影ができる場合と逆になっているので，この点も指導l乞当ってじゅ

うぶん留意するととがたいせつである。

南中ということばも，生従が既にもっている水平方向の東，西，南，北とい

5ことばの内容からすると， 1!IJ角があるだけ理解しにくいものであるから，天

体の位置の示し方などと関連させながら，従来の相見念を拡張する ζ とについて

の指導を意図的に行う必要があろう。

2. 太陽高度の変化と日常生活上の諸事象とのつながりに関心をもた吐るよ

うに留意すること。

ヶー日中の，またはさ手節による太陽高度の変化は，口'市の生活にいろいろな影

響を与えている。太陽高度の変怖について学習させるに当って，これらの生活

上の諸事象と関係っーけることなく，形式化された実験だけによって指導した場

合には，生徒はその学習結果を自分たちの生活とは無関係なものであるように

受け入れやすいものである。

太陽高度の変化と生活上の諸事象との関係に桜極的な関心を示すようにしむ

けることにより，理解内容も豊富になり，とれを生活合理化のため役立てるこ

ともできるようになるものであるから，指導に当つては，との点をじゅうぶん

くふ5することが肝要であろう。
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32年度(4 ) 

っきFの裁は， J m3の空気中にふくまれる水若返気の最大筒;と気淑との関係を示し

たものである。

1

気温 c 1. -JO 

水蒸気の琵 gI 2.4 
。 JO 20 30 

4.8 3Q.0 9. :J 17. J 

との君主から， 2り。Cの気i鼠において，1 maの't1!.気中には.5gの水蒸気をふくんでい
る空気の湿度を求め，答をmきなさい。

答
3/.296 

限度の科学的な意味を理ji(，しており，それにも とづいて湿度の算出ができ

るかどうかをみようとした問題である。

。 空気中における水蒸気の飽和，過飽和などの理JI(:を基礎として，湿度の

科学的な怠味を官官実に辿.!Ji4¥させるとと。

との問題の正答率が31.2%できわめて低いのは，一つには計算上の誤りや表

の見まちがいなどもあるであろうが，根本的には，i程度についての科学的意味

を理解していなかったととによるものと考えられる。気象視nltlや日常生活で，

今日はT，I，U克がt;i<てむし2・いとか，湿度が低いから火事に気をつけなければな

らないなどとふつうに使っているし，湿度を測定するには乾湿計でそれぞれ

の目盛りをよみ表によって出肢を調べるとと，温度をあらわすに%を用いると

と，その数値が 100に近づくほど温度が向いととなどを知っていながら，混度

の科学的な意味となるとはっさり理解していない生徒が案外多いのではなかろ

i うか。
湿度の芯l旅がはっぎりわかるためには，その基礎として，大気中における水

蒸気のふくみ方について，米飽和，飽和，過飽和などの概念、が正しくとらえら

れていなければならない。しかし， ζれらの概念、は，生徒にとってきわめて抽

象度の高いものである上，従来との指導が一年生で比較的おおまかに指導され

てきた ζとを巧-えると，じゅうぶん理j併でをなかった生徒が多かった ζともう

なづけるようとE気がする。

一 部ー

， 

h 

』

t

』
ur

」



生徒が実際にその闘で見えるものは，主ができたり，雨ゃ雷が|争ったり，つ

ゆやしもがおりたり，窓、ガラスなどが詰ったりする現象である。とれらの理由

党理解するために，生徒にとっては目に見えない虫気中にふくまれる水蒸気に

、ついて，その含みぐあいを学習の対象とし，飽和などという抽象伎の高い概;琶

をもってくるわけであるから，この点の指導については，もっときめのこまか

い配慮が必要であろうと二与えている。 いきなり雨の降るわけはこうだなどと説

明することな<.いろいろな現象についてじゅうぶん考えさせたり，笑験的な

場面をくふう したりして，生徒が自ら気づくよう，ある程度の1時間jをかけると

とがたいせつであろう。

以上のような基礎に立って視度についての科学的な意味を指導するわけであ

るが，その意味は，ある温度の空気中に含まれる水蒸気の飽和誌に対するその

の含有量の割合を宵分比であらわしたものであって，互いに目に見えないもの

同志の関係である上，現行の数学(1年〉では剖合・に関する理解がまだじゅうぶ

ん成立していない中に指導されることも=号えられるので，生徒にとってはなか

なか理解しにくいととであろ.5，密度，比重，圧力の強さ，濃度などと同じよ

うに，二つの概念、の関係でその大きさを示すものであるから，数学における割

合に関する指導とじゅうぶんな関連をはかりながら，その指導法をくふ5しな

ければなるないと忠う。

湿度の算出ができるということは，そのn出法肉体を観念的におぼえとむと
とではなく，nt.度の科学的意味をしっかり砥悔するととがその根本でなければ
ならない。そうすれば，算出法はたとえ忘れても，ふたたび肖ら算出のための

公式を作り出す ζ とができるはずである。

32年度(7 ) 

左のIl1SIは二重式火山の断面図

で.~I中のA. B . C . D は噴出

したよう岩を示したものであ

る。つぎの文の { }の中か

ら，正しいものをそれぞれ一つ

ずつ選んでその符号をOでかと
みなさい。

イ との火山にできた最も新しいよう岩は， {A. B. C. D}であるc

l {a b とう岩}
ロ ょう岩は，玄武岩や !と 芸ょF芸iがふつうであるo

ld. れき!i'TJ
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二重式火山成立の11国序〈イ〉と火山の噴出によってできた岩右名〈ロ〉に

ついての知識をみようとした問題である。

1. 各種火山の形態だけではなく，その成立過程についても，模型，地図，

写真，その他の視覚教材を〈ふうして，形態と成立過程との関連的な理解

をはかること。

との問題に示されている図によって，誤答者、の多くがBをもっとも新しいと，

判断した主すれば，それは二重式火以成立の順序についての正しい理解ができ「

ていなかったことになろう。二重式火山の指導に当っては，その全体的な形

状，部分を示すカルデラ，外報i山， 中央火口任，火口原}など， )~態についての

学習をするととと同時に，とれらをそれぞれの成因や成立の過程などと関連さ

せながら理リ採させるように留意するととがたいせつである。阿蘇山などの代表

的な火山を素材とし，楳慰，地図，写真，その他の視覚教材を効果的に用いて

具体的な表象の裏付けをもたせるようにするととが望ましい。

2. 基本的な岩石については，それぞれの成因と関係づけながら.実物観察

をとおしてそれぞれの特徴をつかませるとと。

岩石をその成因によって分類することは，どとでも指導していることである

しこの問題にでている岩石名を知らない生徒は少いと思われるので誤答者の

多くは，それぞれり岩石の名前は記憶に残つてはいるが具体像があいまいであ

ったか，成因との結びつさが混乱していたかによって4しく選択できなかった

ものであろう。岩石の分類能力を高めるには，何よりも実物様本の観察がたい

せつであり，しかもとれが安山岩だという程度の印象的，直覚的な観察ではな

し成因と関連させながら観祭の観点をはっさりきめ，それぞれの観察内容に

成因と結んだ意味を守もたせるようにしなければなるまい。

また，この問題では， r火山岩は……」ときかずに， rょう岩は……」とき

いている。ょう岩と火山岩とが同じものd状態がちがっているもθであること

を狸解してし、なかった生徒がこのために迷ったとすれば，それは，火山の成立
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と，火山活動の結果でできた岩石とがそれぞれ別々に指導されておりそれらの

関係づけが行われていなかったためと考えられる。指導上じゅうぶん留意しな

ければならない ζ とでおろう。

32年度 [8 ) 

つぎのものは，いずれも古い時代に栄え子こ生物である。これらを古いものから新

しいものへの般に，その符号を答のく 〉の中に奮さなさい。

a マシモス b サジヲクチニムワ cキコウ9;Lワ

答( ) ( ) ( ) 
古い時代一一一→新しい時代 6/. If~ぢ|

古， 中，新生代の代表的な示相化石(生物〉を年代!慣に並べられるかどう

かによって地質時代や生物の進イじに閲する初歩的な矢口織をみようとした問題

である。

この問題は示相化石ーによって地質時代を区分する能力をみるものとしては，

初歩的なものであり，もっとも容易な内容である。たとえ地質時代の名称と区

分を知らなくとも，マンモス，キョクリュヲ，ナシヨクチュクにっかての具体

的な表象をもち， 生物進化の大まかな考え方さえできているならばゎとれらの

生物を年代jl頃に並べることはさして困難なととではない。しかもマンモスと持

ョワリュワについては，雑誌その他で小学校時代から何度も自にふれているは

ずであるから，具体的な表象がなかったと思われるのはナγヨクチュクだけで

あろう。ま?と， たとえサンヨヲチユクがどんな生物であるかしらなく と ~'，そ

の名称からうをける印象で進化炭の低いものと考・えつけば，おおよそまちがいな

く判断できるはずであるσ ところがこの問題の正答率が60%程度にすぎなかっ

たことは，いったいどうしたわけか推定に苦しむほどである。

地質時代に関する学習や，生物進化についての指導が観念的に行われたか，

化石標本や幻完了などの視覚的方法がとられながらも，地質時代や生物進化と関

係させて意味づけるような配慮がふじゅうぶんであったととの欠陥が ζのよう

な結果をまねいたものと考えるほかはないよ う毛ある。合い時代に栄えた生物

の指導に当っては，地質時:1"1;;や生物の進化と関係づけながら視覚的方法Kょっ

一回一



て:t~tl床づけてやるととがたいせつであろう。

33年度 (5 ) 

下の図は，あるi也!刊の断而をあらわしたものである。この地層は，どんな)1闘序で

できたものと考えられるか。つぎのうちから，正しいと思うものを一つ選んで，そ

の番号をOでかこみなさい。

":.~.: ィ~_'; ;.::・1J二:: :-:.~'，"・.'・:・4: -J.10-....・.・'・'..~-. 
-ー ーーー・ー.ー-ー一一ーーーー一一一一一

1. Aが海底でたい積してできてから，地かく

変!Il)Jでさらに洗降し，その上にBがたい積し

た。

2. AとBとがひき続き海底でたい積してでき

てから，地かく変動で陸地になり，その後に

Aの地問がかたむいた。

3. Aが得隠でたい積してできてから，地かく

変動で陸地になり，しんしょく作用をうけ，

ふたたび海中にちtんで，その上にBがたい積した。
4. AとBとがひき続き海底でたい積してできてから，地かく変動でさらに沈降

し，その後にAの地屈がしゅう幽した。
~8.M杉

地隠の整合・ ・不投合や地屈の傾斜などに関する知識にもとづいて，ある土

地の成立順序や動きを判断する能力をみようとして出題さ‘れたものである。

。 地層断面の形状によって整合と不整合を灰別できるだけでなく，それが

どのようにして成立したものであるかを，実際の地形を考えながら理解で

さるように指導すること。

この問題は，その構成が総合的で複雑ーであるにもかかわらず，正当率が比較

的高< (68，0%)なっているのは，選択肢を示したためにかつて学到したとと

の再生が割合・に容易に行われたからであろう。しかし，30%強の誤答者のう

ち，選択肢の 2.4を選んだ生徒があったとすれば，その生徒は，盤合-・不盤

合につしずて断聞の形状からみた区別すらできなかったものと思われるし， 1を

選んだ生徒は不.'1-度合がどのような過程を続て・できるかについての理解があいま

いだったものと考えられる。したがって， との問題では，特に不整合に関する

正確な理解の有無が解答よの袋点と考えてよいであろう。
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不整合についての理f;y:(，は，堆績による地層の形成やしゅう曲，断層な7どの溜!

解にくらべて学習上のむずかしさがある。そのむずかしさは，堆積，しゅう曲，

断層などの形成、が，いわば単一の変化であり，その断面図なども一見してと

とばとの対応が容易であるのに反し，不抱合は，堆積→l後起→浸蝕→沈降→堆

積 というように複雑な地穀変動の結果形成されたものであり，しかも不拡合ーを

あらわず断面図上の曲線が，かつての山や谷を示すものであると乞の忠、考上の

連絡がつきにくいととによるものであろう。 ζの点の括当事に当っては，不整合

の形成過程をある程度動的に示すような映画や幻灯などを使用するとともに，

現在生徒がみてい争地形について，不整会が生ずる場合などを想定するととに

よって不整合をあらわす曲線の具体的な意味に気づかせたり，不盤合の実例を

直接または間接経験で観察したりする ζ とがたいせつであろう。とのようにし

て，不整合ということばの意味や図にあらわされた不格合面の記号についての

具体的な表象を確実なものにしていくととが盟ましい。

もちろん，不整合を.指導する前提として，.t.制丸 i受蝕，運搬等の流水の作用

や隆起，沈降，し伊 う曲，断層などの地穀変劃f乙ついて，実際の地形と結びつ

いた知識を身につけなければならないととはいうまでもない。不確合の理解ーは

これらの知識を総合的にはたらかせる場として，もヮと重視しなければならな

いととであろう。

33年度(6 ) 

右の図のように，Aの位置に見える恒星の動

きについて，つぎの聞に答えなさい。(図の点

線は，北極星のまわりを300ずつにくぎったも

のである心

イ この恒星は，1-時間後にはどこに見える

か。図の中に，その位置をA 印で苗きλれ

なさい。

ロ このf豆星は，3カ月後の同じ時刻にはど
こに見えるか。図の中に，その位鼠をO印

で書き入れなさい。
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慣用.の見かけの運動に関する法則性について，その日用運動と年周運動に

見られる運行の角度を時・聞との関係から数量的に判断できるかどうかをみよ

うとした問題である。

o i'宮阜の日周運蹴や年間運動について，実際の観測経験をより正稲!なもの

にするとともに，それによって得られた見かけの運動に関する具体的な認

識を，宇宙の構造やその中での地球の運動と関係づけることによって論理

化すること。

恒足の円周運訪のようなもっとも悲木的と思われる天体の動きについてすら

その正答率が45%にすぎず，年間運動となるとほとんどの生徒が誤答している

ととは，天体i乞関する学習のむずかしさを如実に示している。

日周運動について，

北極昆のまわりの皐が時聞の経過に伴って時計の針と逆まわりの方向にまわ

っているように見えることは，どとの学校でも指導しているわけであるが，そ

の指導に当って，北極星に向けて開放した写真などによる説明だけで終ってし

まったような場合，観測事実の裏付けのない生徒は日常見ている星空と対応し

にくしともすれば総意味な記憶に頼ろ5とし勝ちなものである。このように

して得られた知識を保持しているととはむずかししともすれば右まわりだっ

たか左まわりだったかすらはっきりしなくなるものである。

したがって，恒星の運行について第ーに重要なととは，何としても実際の観

測にあり，その観測をいろいろな観点から怠図的に行うことによって事実に関

する正路!な知事患を得るととである。現実の問題として， 夜間における天体の観

測を管理するととにはいろいろな障害が伴い，教師の手がまわりかねるもの

r;l であるけれども，間接的に指導する方法をくふうすることによって，生徒が白
ら佼聞の観測を行うような意欲を喚起することがたいせつである。 ζのように

l訟 天体に関する学習指導では，天体に関する生徒の関心をひ含お ζすととがも。

とも法底的な教師としての指導である。そのためには，小学校の低学年でと季節

Pl だよりを効巣的に指導するには教師がまずみ節の変化に関心をもっととが藍婆
であると問機tc.天体についても教師自らがまず興味受もつことがたいせつで
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ある。このようにしてはじめて，随時適切な索材をとりあげながら生徒が天体

を観測しようとする意欲をしだいに高めることができるものであろう。小学校

の低学年から以ょのよ うな指導上の配慮、を積み重ねるととが望ましい。

第二に重要な ζとは，以上のようにして学習した見かけの運動に関する現象

的な認識を地動説の立場によって論理化することである。とのような論理ュ化は

生徒にとって案外むずかしいものであって， r地球が自転しているから星がま

わっているように見えるJ というととを観測結果と絡んで其に理解している生

徒は少いりでは冷かろうか。地軸を中心とする地球の自転と字情に散在する慣

星との位置関係を頭にえがき，地球上のある地点で見える里担がどのように変

化して見えるかを想定するととは，動いてはいないと実感される地球上にいる

ものにとっては，きわめて論理性の高いことである。との点が中学における指

導上の要点であり，またζのような考え方ができない限り，つぎの年周運動は

もちろん，天体に関する他の学習も効果をあげ得ないものであるから，反対方

向に進行する汽車などに乗っているとき，自分の乗っているほうが蹴いたのか

他の列車が動いたのか錯覚を生ずる場合などと関:iiliさせて相対的なみかたを勾・

えさせたり，効果的な視覚教材を工夫してそれを媒介としたりするとともに，

時間を惜しむ ζ となくじゅうぶん理解されたかどうかをたしかめながら指導す

るζ とがたいせつであろう。

年間運動について

年周運動についての学習上の悶難点と指導上の留意点も，基本的には，町周

運動の場合と同様である。しかし年周運動の場合は，日周運動についての理解

がその基礎となるとと，長期にわたる意図的な観測(笑際には，ある星座など

のーか月ー回くらいの観測を二，三聞やる ζl:で推論できるが〉を必要とする

こと， その論理化に当ってより複雑な思考-活動が要求されることによって，そ

の困難度は急、に大きくなる。特に年周運動が見られる理由についての論狸的な

理解をはかる際にはつぎのようなむずかしさがある。

円j淘運動の場合には，地紬を中心とする地球の自転と地球をとりまいている

と見られる天球上の星との関係を相対的にみればよかったのであるが，年J河運

動の喝合には，地球の公転と天球との関係を考えたよ，自転によって生ずる昼

夜の生じ方とも結びつけて考-えなければならないので，生徒にとってはなかな
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か開t解な現象であるといえよう。生徒の中には，地球が公転する践に恒星の聞

を縫って進むような考え方をするものがあったり，地球上のある地点から宇宙

のどんな範囲の星が見えるかについて考えるととのできにくいものすらあると

思われるので.指導に当っては， 日間運動にもまして周到な言|・耐と方法をくふ

うするととが必要である。屋外の運動場などで，太陽，地球などを模して地球

の公転上の各地点における周囲の景色の見え方を，地球上の昼夜を考えながら

調べるような学問活動なども有効な一つの方法であろう。

なお，円周混同や年間連盟jを角度きと用いて数量的にみるためには，天文学的

距離にある毘の見かけの位置や動きを角度によってあらわすこと，そのために

天球上に夫の赤道や南海，北極，緯度，経度を想定しているととなどについて

の理解を深め， ζれらを使って星の位置を見出す方法についての指導もたいせ

つであろう。

また，日開運動，年間運動の指導?と当っては，地学的分野の30年度 (7ユ
31年度仁4コで述べたととも，じ19lうぶん参照してほしいと思っている。

34年度 (~ 2 ) 

ょの天気図の中から，つぎのイーロ.にあたるものをそれぞれ一つ選んで，その番

号を( )の中に;;_Ij~いれなさい。

イ.日本各地にかなりはげしい嵐雨があった。………( ) 

C. このようなま<u王配置が長く絞いて，東北，

北海道に冷容がおこった。 -…...……・ ・・……・・-…〈
ベ 9/.791.る

ロ //.5%

円本の各奇声節における天気の特徴と気圧配置との関係を理解しているかど

うかをみるとともに，天気図を総合的に読みとる能力ψたしかめようとした

問題である。
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1. いろ.いろな天気の状態をあらわす用語や記号ーについて，実際の天気状態

や大気の状態と結んで理解させるよう指導する ζとp

天気図をみてある地点の現在の天気を判断したり，その後の天気の変化を予

測したりする能力を高めるには，まずその基般として，いろいろな天気状態を

表わす用語や記号のそれぞれを枇・突に麹i鮮させるととがたいせつである。

ことに， 高気圧， 低気圧， 不迷続線〈寒冷前線，温暖前線， 閉塞前線=停

滞前線)，気圧の谷，気団等について経験的論理的にしっかりした理解を得る

ことは，天気図によって天気を三考える場合の必須な基礎的条件である。，それぞ

れの用語や記号をことばのよでは知っていても，それであらわされる天気状態

が実際に経験する天気状態と無縁のものであってはならないし，たとえ実際の

天気と対応できるように学習していてもなぜそのような天気になるかの理解が

伴わないと，その知識を活用するととができにくくなる。

たとえば寒冷前線についての学習を三考えてみよう。寒冷前線の通過に伴う天

気の変イじはしばしば経験するととであるから，教師が少し注意していれば，こ

の用語や記号を実際の天気と結ばせることは，さしてむずかしいととではな ・

い。しかし寒冷前線がどんなものであり，寒冷.前線が通過するということは，

大気の状態にどんな変化があることか，その変化と天気とはどんな因果関係が

あるのかということになると，目に見えない大気が学習の対象になるので，

生徒にとっては抵抗が大まくなる。寒冷前線が通過するとい5場合，回に見え .

ない大気の状態があたかも見えるが如く，考えられるよう指導することがたい

せつであろう。そのためには，大気の基本的な性質についての理解が基礎的な

前提となる。

このように，天気に関する用語や記号は，いろいろな基礎概念の総合によっ

て得られるものであるから，大気の基本的な性質からしだいにつみあげていく

ような丹念な指導が重要であって， とのような指導によって生徒の思考上の困

難点を除去していくととがたいせつである。

2. 日本の四季の天気に見られる特徴と天気図を結ぶに当っては，天気図の

全体的な形だけで判断することなく，天気と天気図との関係を論理的に説
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明できることに指導の重点をおくζと。

生徒は冬型，夏型，梅雨型，秋型などの天気図の全体的な形から直接判断し

ようとしがちである。 rζ の点も指導に当ってはたいせつなととであるけれど

も，それにもまして重要なことは，それぞれの天気図に見られる気圧配置によ

りどんな天気状態が考えられるかを，天気に関する基礎的諸知識を活用して見

出されるようにするととである50

この問題で，イの小聞の正答率がきわめて高い (91.7%)のは，顕著な低気

圧が見られる ことにより容易に正午年を選べたものと思われるのに反し，ロの小

閑では正答率がわずか11.5%にすぎないのはなぜであろうか。 2の天気図をそ

の形の特徴から直ちに梅雨型と判断できる生徒は相当多かったととと思われる

が， 梅雨型の気圧配置がどのような性質のものであるかについての理解がふじ

申うぶんであったため，オホーツク気回の東北，北海道に及ぼす影響が推定で

きなかったためと思われる。

学校では，梅雨型の気圧配置で雨が降りつずくととは指導しても，冷害との

関係づけをしなかったり，社会科で東北，北海道の冷害を取りあつかっても，

気圧配置から三与えさせる ζとをしなかったりすることもよE答率を低くした原因

であると予想、されるが，根本的には上記のような学習上の欠陥にもとづくもの

ではなかろうか。

3. 天気図によって日々の天気を湾えるととに関心をもたせること。

天気予報は現在の同常生活に欠く ことのできないものとなっており，新聞，

ラジオ，テνピなどでまい日報道されているので，日々の天気予報に関心をも

ち，それによって生活を合理化するようにしむけることは，理科教育としても

重要なねらいの一つであろう。天気図を生徒が自ら利用するように指導するに

は， 理科の配当時間だけでとりあげるだけではなし生徒が自ら天気凶と日々

の天気に関心をもち，向らそれを利用しようとする意欲を高めるよう同常的な

指導がたいせつである。常に天気図を見るような生活をすることによって，天

気図を読みとる能力もしだいに高まるものであろう。
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はまるものをそれぞれ三つずつ選んで，その

〉の中に書きいれなさい。

同じ番号をイ ローの両方に使ってもよい。

扇状地 ( )( 

)( 
6. JIIの曲りかどにでまた。
7. 河口付近にでまた。

)( 

)( ロ 三角州〈デノレタ)......(

年1.4% I 
46.7% I 

扇状地と三角州とを，流水の作用と関係づけながら，それぞれの成因や地

形にあらわitた特徴?とよって弁別でをるかどうかをみようとしたものであ

る。

。 流水の三作用についての潔解を確実にする過程で，それらの作用と関係

づけながら，さまざまな観点をすえて，笑地調査をしたり，模型や地図な

ーどの上で推論したりする経験をさぜる ζ と。

選択肢の 1・2は堆積物， 3・4は成因，5・6・7は場所を示したもので

あるが，とれらの観点から扇状地と三角州の異同を分析的に見たり考えたりす

る学習器験をもっている生徒にとっては，との問題はさほどむずかしいもので

はないと思われるのに，正答率はイ，ロとも50%に達していない。

三角州と扇状地の成因がはっきりし弁別できない生徒は，問題の表現にとら

われて， 3， 4，のしんしょく作用と堆積作用とを三角州と扇状地のどちらか

にふり分けようとしたため(三角州を堆積作用，扇状地をしんしまく作用とす

る〕誤答したものもあったと思われるが，もしそのことが最も大きな誤符の原

因であるとするならば，イ，ロの正答率にもっと大をな聞きができてよいよう

に思われる。 したがってこの誤答率の類似から考えられる乙とは，扇i犬地と三
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'角州について分析的な比較の学習がなされていないのではないかということで

ある。いいかえれば，三角州や扇状地という ととばは知っており，おおよその

，形状や場所などを再生する程度のことはできても，流水の三作用と関係づけな

がら，それぞれの堆積物，成因等を分析的に観察，考察する経験がなかったの

ではないかというととである。

三角州や扇状地に関する学習は，それ自体孤立して行われるべまものではな

ペ，

'望ましく，それらめ場所や形状，堆積物などから逆に流水のはたらきを推定す

るような形で指導が進ゆられる ζとも一つの方法ではないかと思われる。ま

ずと，流水の作用についても，上流はしんしょく作用，中流は運搬作用，下流は

，堆積作用というような形式的画一的な考え方をさせるのではな(，いろいろな

事実と関連させながら実証的に理解させるよう留意しなければなるまい。事実

，は決して上記のように上，中，下流によって画然と分かれているものでないこ

とに注意して指導したいものである。

f: " 上記のように形式的に理解している生徒は，扇状地の成因を，それがだいた

い中流にあるから運搬作用なのに，この選択肢にはそれがないのがおかしいと

考えたかもしれない。運搬と准積とのくりかえしが，洪水期と渇水期の交互作

:用によってできる ζ との実際的な理解.がなされていないと，このような結果に

なりやすいものであることに留意して，なるべく実地に.ついての調査経験をさ

せるようにするとともに，幻灯 ・映画 ・模型 ・地図 ・堆積物の標本などを用い

て分析的に比較考察するような学留をさせることがたいせつである。

r ， 
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あとがき

この書では，理科の目標，学カ，学習指導，学力検査などに関する考察を手

がかりとl-しノ斗， 5か年間にわたつて実施された高校進学学力検査を材

理科学カ向上のためVLヒ必必、要要-だと思思、われる学習指主導態上の具休的な諸問題につい℃

の分』祈汗を試みたのである。

しかし，理科学力向上のためには，他にも解決しなければならない教育上の

諸条件が山積している。とと数年間続くと予想される中学生の増加と教室不

足，高校進学希望者の増加，理科施設設備の充実，理科教師の週担当時間と教

材研究や実験観察準備との関係，いろいろな分野にわたる多い指導内容の取り

'扱いなど，どれ一つをみても，その解決の一日も早からんととが切望されてい

るものであって， この書で述べた学習指導ょの諸問題もこれら教育諸条件の改

善と本来不可分なものであろう。 ζのような理科学力の向上をさまたげている

諸条件が現在いまだ解決途上にあることを承知しながら，あえてこのような書

を作成したのは， これら諸条件の改善をはかることが教育関係者全般の責任で

あると同様に，学習指導をその本質的な立場から追求するとともまた重要であ

って，基本的な課題であると考えたからである。

この書で，各問題どとに述べてきた学習よの困難点やそれに対する指導上の

留意点は，今後の実践的実証的な研究によって，たしかめ，深め，是正し，一

般化しなければならない性格のものであって，その意味では，今後の研究上の

課題を提供ーしたものといえるわけである。 ζの蓄を読まれて，実践上のそれぞ

れの立場からいろいろな意見や資料をよせていただければ幸いである。

この書を作成するに当っては，特につぎの方々の協力を願い，それぞれの担

当分野について，豊富な指導経験にもとづく貴重な意見や資料をよせていたど

くことができた。この書を発行するに当って漂い謝意を表する次第である。

〈物理的分野〉

県立新潟巾央高等学校教諭

新潟市立白寿背中学校教諭
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